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にじめにTJ
お買い上げいただき誠にありがとうございます。 ご使用の際には、取扱説明菌をよく読

んでいただき、正しくお取り扱いくださるようお狐いr|lし上げます。

取扱説明瞥は、本製品を正しく動作させ、安全にご使用いただくために、必要な知識を

提供するためのものです。 いつも本製品と一 緒に置いて使川してください。

また、取扱説明曾の内容について不明な点がございましたら、弊社セ ー ルスマンまでお

問い合わせください。

▲梱包内容の確認▼

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと、本製品の表面に露を生じ、本製
品動作に異常をきたす恐れがありますので、 室温に馴染ませてから開梱するようお願い

申し上げます。

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しました

ら、外観に損傷がないかご確認ください。 また、本製品の仕様、付屈品等についてもご
確認をお顧いいたします。
万 一、損傷・欠品等がございましたら、 ご購入先または弊社支店・営業所にご連絡くだ
さい。
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i ■取り扱い上の注意� _.... - '.,,... �.... - �.. ·- - ....,.. ' 
i 以下の事項に十分注意して、本製品をお取り扱いください。 し
i <.._ J- th,r r1 = .lci II- --l-•.'.l,...i.. TOTI HT1 >.-,, - I I",,1 � /-,.. rr, •'- >tt.S, •. - > • " ••. \ 

i 1)本製品の操作方法を理解している人以外の使用を泄けてください。 i 

! 2)裔唇帽恩魯籠應恥祠翻認鱈忍贔餅ゃ温疫が異常に高くなる場所（自動車 i 
、 内等）での保管は泄けてください。 i i 3) 本製品を以下のような場所に設置しないでください。

l 呼体内部の温疫上昴を防ぐため、通風Lがあいています。 l 
i 

．製品のまわりを囲んだり、左右や上伍に物を置くなど通風孔をふさぐような し
、 ことは絶対に行わないでください。 し
！ （本体内部温疫の異律上昇につながり故節の原因となります。） し
、 ②紙などの燃えやすいものを本製品の近くに置かないでください。 し
� ... -�- �-.... _ · . .  : -- _-_.. -. �:... - _ · . -
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i 4)木製品を以下のような場所でご使用にならないでください。 し
＼ し
し ①直射日光や暖房器具などで高温または多湿になる場所 しし （使用淵腹範囲：0～40℃、湿腹範囲：20~8 5%)

i 鱈言渭質性ガスがある場所 l 
＼ ④湿気やほこりの多い場所 l 
i ⑤振ID)）のはげしい場所 し
� �'= •-= - -.,.,,_.,..-,,. ••• •-'........ > -'-•,t,ol r-t -,..._ 0.......I.." � - > �·, > _ - >,. • • . ·• L L  -. •·, \ 

i 5) 電源電圧の変動に注意し、本製品の定格を越えると思われるときは、ご使用になら i 
i ないでください。 し
! 6) 雑音の多い電源や、高圧電源の誘導等による雑音がある場合は、誤動作の原因とな l
i りますので、ノイズフィルタ等を使用してください。

し
し 7) 本製品の最大許容入力電圧を越えた信号を入力しますと故障の原因となりますので し

l 行わないでください。 l 
! 8)本製品の通風孔などの穴にとがった棒などを差し込まないでください。 し
し 故障の原因となります。 し
� 
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i i 9) 本
厚

品の精度を維持するために、定期的な校正をお勧めします。 1 年に一疫定肌校 し
し 正有償）を行うことにより、信頼性の高い測定が行えます。 し
� . . .. . .. .  - -- - - '

! 1 0) ご使用中に異常が起きた場合は、直ちに電源を切ってください。 し
＼ 原因がどうしてもわからないときは、ごll州入先または那社支店・営業にご連絡＜ し
し ださい（その際、異常現象・状況等を明他してFAXにてお問い合わせください）。 し
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取扱上の注意事項

1. 本器の入力電圧範囲にこ
‘‘

注意下さい。

同相許容電圧は AC250V 、差動許容

電圧は AC250V です。

2. 本器の出力に外部から電圧・電流を加

えないでください。

3. 本器の電源電圧は AC90~110Vの範

囲で使用してください。

また電源ヒュ ー ズはクイムラグヒュ ー

ズ(Tマ ー ク）を使用してください。

4. 使用温度範囲 (0~40℃)、使用湿度

範囲 (20~8 5%RH ，ただし結露除く）

以内でご使用ください。

高湿度下、低温保管されていたものを

取り出して使用するときは結露しやす

いのでご注意ください。

5. 本器の保管場所は、下記のような場所

を避けてください。

0 湿度の多い場所

0 直射日光の当る場所

0 高温熱源のそば

0 振動の激しい楊所

O ちり、 ごみ、塩分、 水、油、腐蝕

性ガスの充満している場所

6. 多チャネル使用時には通風に充分注意

し、 ファソユニット等との併用を行っ

て下さい。
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ま え 力ゞ き

このたびは当社新シグナルコンディショナファミリ ー をお買上げいただき誠に有難うございました．
当ファミリ ーは、性能はもとより特にIEC規格に準拠、安全性、信頼性を考慮し開発したシグナ

ルコンディショナです．必ずや皆様の一般計測や計測システム等にお役に立つことと思います。
万ー不備な点がございましたら最寄の店所まで御連絡下さい。

当ファミリ ー には、下記の製品が販売されております。次の機会に是非ご検討下さい。

形

式I C H数

6 LO 1 I 2ch／ユニット

6 LO 2 I 2ch／ユニット

直 流増幅器
6 LO 6 I 1ch／ユニット

6 LO 7 I 2ch／ユニット

動ひずみ測定器...--

---一

直流電圧電流
発 生 器

利 得・ 己 一—·-·---·-··

XO. 1~X 100 

可変利得X1~X2. 5 
X0.1~X 1000 

可変利得Xl~X3.3 
X0.1~X2000 

可変利得X1~X2. 5 

X1~X 1000 

周波数特性
｀ー�� � � 會｀｀◆

備 考一------·-
入・出カアイ
ソレ ーション

DC~100呵］直結差動入力

DC~ 5 KIi 7. 

DC~10kHz I入 ・ 出カアイ
ソレ ーション

DC~100kHz I入 ・ 出カアイ
ソレ ーション--· 

入・出カアイ
ソレ ーション

--

入・出カアイ

可変利得X1~X2. 5 
．� � � � � ー 一

6 M 6 7 I 1ch／ユニットI ACプリッジ式

自動バランス
ー ・ 一

6 M 7 7 I 1ch／ユニットロプリッジ式

自動バランスI---]--------「―-----•

3 KO 2 I 1ch／ユここット 。 ____,,1v, o,.,...,·11omA 

DC~2kHz 

OC~10kHz 
ソレ ーション

·------·---,

ロ ーパスフィルタ I 9 BO 2 I 2ch／ユニット I fc==1 Hz~9kHz OC~100kHz 

当ファミリー では、下記のユニット台、ユニットケ ー スが用意されています。

ユニ ッ ト 台

ベンチトップケ ー ス

ラックマウントケ ース

形

式
43721 

7905 ---
7906 

`― -

7907 
� � 

7908 

―

-

―

-

―

―

―

―
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1. 各部の名称と機能

1 - 1 前面パネル

oc 
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図 1

①CH番号 を貼ります。

②利得微調整 (VAR)

左ヘ 一杯に回したときの利得は④のGAIN

設定値となりますo右へ回すに従って利得

は増加します。右一杯の位置で④のGAIN

設定値の約2.5倍になります。

③零調整 (ZERO)

左ヘ 一杯に回すと約 ー lV，右ヘ一杯に回す

と約＋IV出力電圧が移動します。

④利得切換スイッチ (GAIN)

左一杯X0.1倍（入力lOOVの信号が 出力

IOVになる）からXIOO倍（入力0.1V

の信号が出力IOVになる）まで、 ステップ

切換えができます。

⑤フィルク切換スイッチ(FILTER)

フィルクの遮断周波数の切換で、 2ボ ー ル
のペッセル形フィルタです。w/B（ワイド
，，く 、ノド）時は、帯域が 5kHz(-3dB) で
バタ ー ワ ー ス特性になります。

⑥入力切換スイッチ(MEAS-OFF)
このスイッチを押込むと、 入力が切離され
てOFFになりますo再び押込むとボタ ‘ノが

出て入力がONになります。
GAIN④,VAR②に無関係に出力電圧の
チェ ックができます。

⑦出力過大表示灯(OVER)

出力電圧が士約10.5Vを越えると、越えた

側で赤色LEDが点灯し、異常を知らせま

す。

出力電圧がOVERになる時間が短いとき、

または非くり返し波形のときは目視できま
せん。

⑧校正電圧ボタソ(CAL)
このボタ ‘ノを押すと、 2チャネル同時に校
正電圧が印加されます。VAR②を左一杯に
回しておい て、 CALボタソを押すと出力
で＋2V の校正電圧が出ます。V A R を右

へ回すに従って校正電圧も増加し、＋5V
以上になります。
入力切換スイッチ⑥は、 入力信号と本器と
の間のON•OFFスイッチなので、このス

イッチがどの位置であっても、 CALは印

加できます。

⑨電源スイッチ(POWER)
スイッチを押すと、 本器に電源が供給され

ますo再びスイッチを押すとボタンが出て

電源がOFFになります。このときスイッチ
のノプは黒いリソグがでます。

⑩パネルロック

本器 をケ ー スに収納す るときに使用します。
手前に強く引くとロックが外れ、 ケ ースか
ら取出すことができます。
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三栄レポ ー ト101より抜草

9-4 直流増幅器の使い方
9 - 4 - 1 直流増幅器とは

直流 増幅器は、 オ 、ンロスコー プやデ

ジタルボルトメ ータなどに組込ま れ、

多方面で使用されている。

ここで、 直流増幅器と呼ぶものは、

計測用の直流増幅器のことで、性能

が細かく 仕様化され、 ユー ザー がこ

れを見て判断し、色々の用途に使用

する機器をいう。

具体的には、デジクルボルトメ ーク

やオシロスコー プなどに内蔵されて

いる直流増幅器を取り出し、それ自

体を使いやすい形にして、各種調整

用ツマミを設け、各種の目的に応じ

られるよう汎用機器化したものであ

る。

ところが、それ自体単体の計測器と

して使用すること になると、測定目

的にマッチする使い方、必要な性能

などが解らず、直流増幅器の適切な

使用 によって簡単に解決可能な場合

でも、計測 に苦労する場合 が多い。

これは直流増幅器の入力側、出力側

に接続される機器の電気的仕様に限

界のあることヽおよび直流増幅器自

体その用途を制限せず、まったくの

汎用計測器であるためと思われる。
このため直流増幅器は実に多様な用

途が考えられる。そこでまず基本的

用途について解説する。

一般的に、何か計測しようとする場

合、信号源と最終的にデー タをとる

機器（レコー ダ、デーク集録・処理

装置など）の間で、信号をコソディ

シ ョ ニ ソグする必要 がある。

その第ーは信号レペル が小さい場合、

組合せ機器 に応じたレベルまで増幅

する機能である。 （図 1 , 2 を参照

して ください）

- 1 8 -

図 1

左の状態では、信号源
0-IOV/FS のフルスケ ー ル出力を、

図 2

負荷はフルスケ ー ル

0. 1 ％で読みとること

になり、分解能、S/N

の悪い測定しかできな

い。

直流増幅器を利得XlOOOで使用すると

信号の0~lOmVを0~lOVに増幅でき

負荷ヘフルスケ ー ル電圧で信号を供給で

きるので、分解能 S/Nとも良い測定 が

できる。

この場合、現在の増溜器は性能面で

増幅度（利得）の正確さは、デジタ

ルボルトメ ータ並に直流領域で高 く、
また、周波数特性は、lOOKHz程

度までのびており、一般的物理量の

計測 に必要な帯域を十分 にカバ ーし

ている。

第二は援衝器としての機能である

（図3, 4を参照してください）

何らかの計測をする場合、その信号

源とデータを記録あるいは処理する

機器とは、直接接続できない場合が

多い。

これは一般的増幅機能の他に、バッ

ファ ー としての機能を必要とする機

会が多いからである。

すなわち信号源 に対し、高い入カイ
ソピー ダ ‘ノスで受けて負荷を軽くし、
負荷となる機器 には低いインピー ダ
ソスの出力を与えてやることにより



















 




